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旧香流苑土地利用意見交換会（第５回）アンケート結果【９/２４（火）〆】

ご意見・ご質問

１，香流苑を取り囲む水路及び遊水池は、全く機能していないと思われる。むしろ、か

なり深い水路、遊水池で危険であったり、隠れているので犯罪の温床にもなる可

能性もある。この機会に用途を廃止し、他の用途に転用できないか調査、検討し

て欲しい。

２，井戸水が如何なる水質を持っているのか？その水質のままでどう活用できるの

か？例えば生物はすめないとか衣服が色づくとか。濾過するとどの程度費用がか

かるのか？井戸の取り扱いについて検討するにしても情報が少なすぎるのでデー

タの提供をお願いしたい。

３，長久手市の開発協議指導細則によれば香流苑の開発事業者は、敷地面積×3%

＋計画戸数×10 ㎡、住宅以外は敷地面積×6%のみどり等を設けなければなりま

せん。マンションで仮に 200戸の計画とすれば、2,300 ㎡のみどり等の面積にな

ります。ここで既存の樹木を残すことによって 6m以上の高木は 30㎡のみどり等

に換算されます。仮に 50本残せば 1,500 ㎡のみどり等になります。高木を残せ

ば開発事業者の費用負担の軽減と豊かな森が残ると考えられます。

また、北側の香流川沿の道路に沿って樹間の小径で誰もが利用できる公開空地

にしてもらえれば、更に素晴らしい環境が確保できると思います。上記の残る樹木を

保存樹木としてもらうか、公開空地の協定の際に固定資産税の何割かの減免も考え

て実現性を高めて欲しい。この減免は市長決済で可能な筈です。

４，次回現地視察の時に北側道路拡幅の境界が杭あるいはテープで明示されれば、

その周辺にある樹木がどうなるか判断できるので境界の明示をお願いしたい。
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長久手市美しいまちづくり条例 開発協議指導細則（抜粋）

（目的）

第１条 この規則は、長久手市美しいまちづくり条例（平成１７年長久手町条例第８号。以下「条例」

という。）の施行に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（みどり等）

第１０条 事業者は、長久手市みどりの条例を遵守するとともに、開発事業区域内に最大限みどり等を

設け、環境の保全に努めなければならない。

２ 事業者は、みどり等の最低限度の面積（以下「最低面積」という。）を確保しなければならない。最

低面積は、次の表の左欄に掲げる規定に従い右欄に掲げる方法で算出されたものとする。

３ みどり等に含まれる緑化施設の最低面積の算出は、第４項に掲げる表に定める算出方法欄のいずれ

かの方法により算出された面積の合計としなければならない。ただし、面積の合計のうち、最低面積に

１／３を乗じて得たものの面積は、次項に掲げる表に定める緑化の種類欄の樹木による方法としなけ

ればならない。

４ 緑化施設の基準は、次の表のとおりとする。

建築物の用途 最低面積の算出方法

共同住宅 敷地面積×３％＋計画戸数×１０㎡

単身者用共同住宅 敷地面積×３％＋計画戸数×５㎡

長屋住宅 敷地面積×６％

その他 敷地面積×６％

緑化の種類 算出方法

樹木 １ 樹木は均衡のとれたものとし、次項の各号に掲げる２以上の各号を組み合わせた

ものとしなければならない。面積は樹木ごとの樹冠（その水平投影面が他の樹冠の

水平投影面と一致する部分及び敷地外にかかる部分を除く。）の水平投影面積とし、

樹木の高さに応じて次に定める面積とする。

⑴ 高木は、１本当たり面積１４㎡に換算する。ただし、６ｍ以上の高木の１本当

たりの面積は、３０㎡に換算することができる。

⑵ 中高木は、１本当たり面積８㎡に換算する。

⑶ 中木は、１本当たり面積４㎡に換算する。

⑷ 低木は、１本当たり面積１㎡に換算する。

２ 前項の樹木の高さは、次の各号に定めるところによる。

⑴ 高木 ４ｍ以上の樹木をいう。

⑵ 中高木 ２．５ｍ以上４ｍ未満の樹木をいう。

⑶ 中木 １ｍ以上２．５ｍ未満の樹木をいう。

⑷ 低木 １ｍ未満の樹木をいう。

３ ブロック、縁石等で区画された土壌に多種類の樹木の苗木を密植して行うものは、

土壌の水平投影面積（前２項に掲げる樹木の他の樹冠の水平投影面積と一致する部

分を除く。）とする。
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５ 次の各号のいずれかに該当するものについては、同条第２項及び第３項の規定は適用しない。

⑴ 都市計画法第２９条第１項に基づく第３３条第１項第２号に規定する公園等の設置が必要なもの。

ただし、第２項の表に掲げる建築物の用途に基づき算出されるものについては、この限りではない。

⑵ 開発事業の目的が宅地分譲又は戸建分譲住宅の建築によるもの。

⑶ 建築物の用途によって緑化面積の最低限度及び緑化基準を満たすことが困難であると市長が認め

たもの。

芝その他の

地被植物

１ 面積は、芝その他の地被植物で表面が被われている部分の水平投影面積（緑化の

種類欄に掲げる樹木の他の樹冠の水平投影面積と一致する部分を除く。）とする。た

だし、芝その他の地被植物については、次の各号のいずれかに適合しなければなら

ない。

⑴ 芝は、７分張以上とする。

⑵ 地被の植え付け株数は、１㎡当たり３６株以上とする。ただし、地被の種類に

より、最低１㎡当たり１６株以上とすることができる。

２ 緑化補助資材等を使用した特殊工法により、自動車が載ることが可能な駐車場の

面積は、実際に芝が被っている部分の水平投影面積（緑化の種類欄に掲げる樹木の

他の樹冠の水平投影面積と一致する部分を除く。）とし、緑化補助資材部分は含めな

いものとする。

３ 前項によって換算できる面積の合計は、最低面積に１／３を乗じて得たものの面

積未満とする。

屋上及び

壁面緑化

１ 面積は、樹木は緑化の種類欄に掲げる樹木の面積を準用し、芝その他の地被植物

は表面が被われている部分の水平投影面積（緑化の種類欄に掲げる樹木の他の樹冠

の水平投影面積と一致する部分を除く。）とする。壁面緑化によって換算できる面積

は、延長に高さ１ｍを乗じて得たものの面積とする。ただし、延長は１ｍ当たり３

株以上とする。

２ 前項の屋上及び壁面緑化は、次の各号に定めるところによる。

⑴ 屋上緑化 建築物その他工作物の上面に樹木、芝その他の地被植物で緑化するも

の。

⑵ 壁面緑化 建築物の外壁、塀等の工作物にフェンス等の補助資材を設置するなど

して、つる性植物等で緑化するもの。

３ 前項によって換算できる面積の合計は、最低面積に１／３を乗じて得たものの面

積未満とする。

花壇等 １ 面積は、ブロック、縁石等で区画され、草花やその他これに類する植物が生育す

るための土壌の水平投影面積（緑化の種類欄に掲げる樹木の他の樹冠の水平投影面

積と一致する部分を除く。）とする。

２ 前項によって換算できる面積は、最低面積に１／３を乗じて得たものの面積未満

とする。


